
書

評
ブ
ル
ノ
・
レ
ヴ
ィ
ン
編

『
日

本

語
に

お

け

る

人

間

関

係
へ

『日本語における人間関係への寄稿』

乙
の
論
文
集
は
〈巾円む同市口同ロロゲロロ問。ロ
ι
2
0己曲目一
g・
52XE
Z
L
R

HNEY?ロロ
ZOHm-円白骨
切口口rE
HHM
す
な
わ
ち
「
ル
l

ル
大
学
ボ
l

フ
ム
東
亜
研

究
所
紀
要」
で
あ
り 、
回円ロロO
FO
三口
氏
の一編
纂
刊
行
に
な
る
も
の
で
あ

る 。
ル
ー

ル
は
有
名
な
炭
鉱
地
帯
で
あっ
た
所
だ
が 、
そ
れ
が
斜
陽
産
業
と
な

っ
た
た
め 、
学
園
都
市
に
生
ま
れ
か
わっ
た
と
の
乙
と
で
あ
る 。
日
本
か
ら
は

東
京
大
学
の
阿
部
秋
生
氏
が
交
換
教
授
と
し
て
行
か
れ
た
と
と
も
あ
る
大
学
で

中の
ヲ令。

〔書評〕

全二一
四ペ
ージ、
030
ER380
5門N
(オ
ツト
l・
ハ
ラ
ソ
ヴ
イツ)

出
版
社
特
有
の
小
さ
な
活
字
で
ぎっ
し
り
印
刷
し
て
あ
る
の
で 、
普
通
の
組
み

に
す
れ
ば 、
A
5
版
で
五
0
0ペ
ー

ジ
ぐ
ら
い
の
大
論
文
集
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る 。

編
者
の
F
21口
氏
は 、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
数
す
く
な
い
日
本
語
学
者
の

一
人
で 、
日
本
語
に
つ
い
て
の
専
著
と
し
て 、
す
で
に 、

〉げ江田凹
仏
R
V
宮口町ロゲ叩口
。
g
B
自由zr
白ロ『
向日
2
C
E口
門出血問問
仏叩円

rE
82nr巾ロ
ω口『ユ町宮司円曲ny巾・
(
古
典
書
記
言
語
の
基
礎
に
関
す
る
日
本

文
法
綱
要)
E
E-
M内
〈
EE
8
2・

が
あ
り 、
有
名
な
学
者
で
あ
る 。
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
資
料
に
つ
い
て
の
関
心
も
深

の

寄

稿
』

福

邦

道

島

く 、
最
近 、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
学
の
誉
宿
国
22
出曲
目
ヨ
百回口『
氏
の

還
暦
記
念
論
文
集

JC-
g
吋
尽
き
5ロ
ロロ仏
司Oユ
g
F
E --
(
ア
ジ
ヤ
の
伝

統
と
進
歩)
に 、

〉-
S
F巾}回同『口口}d
R
L
g
H白司恒
三
27
2
5
沢口円
g
(
朝
鮮
に
お
け
る

日
本
語
の
古
い
学
習
書)

な
る
論
文
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る 。
と
れ
は
京
都
大
学
の
朝
鮮
資
料
の
言
語
資
料

と
し
て
の
価
値
を
適
切
に
紹
介
し
た
論
文
で
あ
る 。

乙
の
論
文
集
が
い
か
に
し
て
で
き
た
か
に
つ
い
て
は 、
〈DHr
gH
Rr口口問

(
序
言)
を
見
れ
ば
わ
か
る
の
で
全
文
を
訳
し
て
お
く 。

乙
の一
巻
の
容
稿
は 、
私
が
ボ
l
フ
ム
東
亜
研
究
所
の
日
本
学
の
部
門
で

い
わ
ゆ
る
出O回5Y
E戸門
gE
丘町E
長
(同色悶Dy
a
に
つ
い
て一
九
六
七
年

と
六
八
年
の
夏
期
と
冬
期
に
行
なっ
た
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い 。
過
去
と
現
代
に
お
け
る
日
本
語
の
言
語
現
象
の
範
鴎
的
内
容
と
そ
の
機

能
に
つ
い
て
行
なっ
た
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
参
加
者
の
報
告
が
問
題
と
なっ
て
い

る 。
そ
の
際 、
動
詞
の
領
域
が
興
味
の
中
心
と
な
っ

て
い
る 。
と
い
う
の

は 、
そ
ζ
で
は
gN一
2
2
な
機
能
と
形
態
が
分
化
し
た
り
集
合
し
た
り
し

て
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る 。
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日
本
語の
凹ON
笠宮
な
言
語
方
法の
統
合に
お
け
る
本
来の
言
語
範
噂

と
して
の
敬
語の
機
能の
し
か
た
と
理
論
的な
透
徹に
つ
い
て
のこ
つ
の
論

文が
目
前の
編
集の
枠を
形づ
くっ
た。
乙
の
寄
稿の
理
論
的な
結
果は、

ゼ
ミ
ナ
ール
に
おい
て
得ら
れ
た
体
系
化
と
関
係が
あ
り、
ま
た
そ
れ
は
日

本の
研
究に
近づ
い
て
行
く
もの
で
あ
る。
乙
の
枠の
中に
は、
言
語
範
鳴

の
歴
史
的な
発
展に
関
する
寄
稿が
入れ
ら
れて
お
り、
そ
の
際、
一
連の

典型
的
な
敬
語
動
詞
が
特
別に
取
り
扱わ
れてい
る。
そ
の
主
眼
点は、
こ

の
歴
史
的に
方
向づ
けら
れ
た
部
分に
お
か
れてい
る。
とい
うの
は、
そ

れ
がゼ
ミ
ナ
ール
の
主
な
テ
17
と
なっ
てい
た
か
らで
あ
る。

こ
の
寄
稿は、
そ
の
成
立の
事情
か
らわ
か
る
よ
うに、
広く日
本人の

業
績に
も
とづ
い
た
もの
で
あ
り、
ま
た
そ
れ
と
は
異な
る
独
創
性
と
円
熟

性
が
あ
る。
私
が
大
胆に乙
れ
を
出
版
し
た
の
は、
日
本の
外
部で
は、
と

こ
に
扱
わ
れてい
る
論
題に
関
する
研
究がほ
と
ん
ど
あ
らわ
れ
て
い
ない

し、
ζ
乙
で
作
成
さ
れ
た
資
料は、
ζ
うい
う
か
た
ち
で
さ
え、
言
語
学
者

や
文
献
学
者に
とっ
て
有
益で
あ
る
と
恩わ
れ
た
か
らで
あ
る。

論
文
集の
構
成
は
次の
よ
う
で
あ
る。
(
括
孤
内
の
数
字
は
そ
の
論
文
の

ペ
ー
ジ
数
で
あ
る。)

ωrcro
H内戸田
}己門恒
三
口開H
B旬白HHU口}】四
国ロロO円
三』〈
ロロ門目
印冊一口問
〈
R­

d司叩ロ
門巴ロ聞
広
円山町円
ω司門担口『司
仏
2
0四回一向ロ者向同門
(
日

本
語
の
敬
語
法
と
そ

の
現
代
語
に
お
け
る
用
法)
(一
八)

回同ロロo
F雪之
宮
口-o
mm回口}MW
E--ny間
切ロ
71n
EE口同
円四冊目
」白
聞記守

口円凹ロr叩ロ
ωONUt
g
(
日

本
語
の
敬
語
の
歴
史
的
発
展)
(
四
七)

出口ロ
R
S-〈白
〈巾Hr印
宮
品目門
官
官
三田口r
g

ω同VH釦nr岡市凹ロr
ky
g
(
日

本
語
史
に
お
け
る
敬
語
動
詞)

。
R
EH仏
国ω
B
Bm-
s
gロ
宮曲目己
(7
ス)
(一一一)

。者
忠臣
(
オハ
ス)
(一
O)

吋曲目白己
(
タ
マ
フ)
(
二
二)

冨白仲間口円ロ
ロロ仏
g
g
B白押
さ
E

、吋口r-ro
HM白口}内

回同Eロo
F
95ロ

ハU-白ロ帥
司Unyo円

ツ
ル)
(一
四)

ω}Moro
関岡田
笠
宮口一
回同ず叩巳
(ハ
ベ
リ)

(一一ニ)

切
EロO
Hh
空三ロ
宮丘町E
Eロ仏
目白-
5
2
(7
ヰ
ル
と
マ
ヰ
ラ
ス)
(一

一)同口問白
ω
芯
円r凶-
ω白『E
SE
C口仏目。円。
(
サ
プ
ラ
フ
と
ソ
ウ
ロ
ウ)
(一
O)

HH
g
E
E
C叩『『白
丘
ロ
gE
(
デ
ス)
(一
O)

回HEロo
F
ヲヨロ
同ロロOH由江〈叩
ω旬H白口
広ロ
ロロ開口
ι
g
』白唱曲口一凹凸}同市ロ

5
Ng
SF
R
ι
R
U巾
HHHor
st弘同町口口問
(
民
主
化
時
代
の
日

本
語
の
敬
語

表
現)
(一
九)

ωroro
同町
E
g
巳
り戸四
国ODO門白昨日〈}内白丹市岡02
2
ι
g
』曲目】白ロ一回口7
2

-
B
〈OHr色。ロ
回目円四一口『
(
動
詞
の
領
域
に
お
け
る
日

本
語
の
敬
語
範
鴎)

(
二
O)
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(7
ツ
ル
と
タ
テ
7

ペ
ージ
数を
見て
もわ
かる
よ
うに
戸由
主ロ
氏の
もの
が
もっ
と
も
多き

を
占め
てい
る。
そ乙
で
編
纂
責任
者で
あ
る
ド由
主ロ
氏に
敬語
法につ
い

て
の
考えを
た
ずねて
みたい。

「日
本
語の
敬
語の
歴
史
的
発
展」
の
何S
EZ口問(
序)
に
おい
て、
次

の
よ
うに
言
わ
れてい
る。

日
本
語の
典型
的な
特
徴は、
い
わ
ゆる
「
敬
語」
で
あ
る。
日
本
言
語

学百
科
辞
典
(国
語
学辞
典)
は、
そ
の
概
念を
次の
よ
うに
定
義づ
けて

い
る。
「同一
の
対象ま
た
は
同
類の
対象の
言語
表現
が、
話し
手・
聞

き
手お
よ
び
第三
者の
聞の
尊
卑・
優
劣・
親疎の
関
係に
よっ
て、
そ
の

形を
異に
す
る
言
語
習
慣。」
ζ
の
ω
官Rr凹
25rロ}H田町
(言語
溜
慣)



『日本語における人間関係への寄稿』

は、
日
本
語の
歴
史
的な
発
展の
中で
は
恐
ら
く
生
じ
な
かっ
た。
そ
れ
は

む
し
ろそ
の
伝
承の
始ま
りに
まで
さ
かの
ぼ
ると
との
で
きると
の
言語

の
内
在
的
特
長なの
で
あ
る。
と
の
言
語
現
象の
範
隠の
内
容は、
5H2・

町四
BO
E-
g
回巾NEm
(
人
間
関
係)
に
あ
る。
文法
的
な
人
称
で
は
な
く

て、
言
語
行
為に
関
与し、
話の
内
容に
含ま
れる
人
物の
社
会的
関
係
が

乙
の
関
係
領
域の
言
語の
形
態を
決め
る
の
で
あ
る。
言
語
社
会学的
現
象

と
して
の
人
間関
係に、
さ
らに
朝
鮮
語の
特
性
の
場
合
に
も
ωo色白巴〈

と
言、つこ
と
がで
きる。
尊
敬・
謙
譲・
丁
寧・
美化・
上
品さ・
謙
遜・

軽
蔑
とい
う
広い
表
現の
尺
度に
も、
い
く
ら
か
少し
ずつ
段
階
をつ
けて

日
本
人
は
自
由に
使い
わ
けてい
る。
形の
と
とのっ
た
日
本
語に
見ら
れ

る
著
し
い
特
性で
あ
る
が、
そ
れ
は
尊
敬の
表示とい
う
と
と
に
よ
り

g
EE〈
な
領
域
が
形づ
く
ら
れる
重
要な
要
素
なの
で
あ
る。
し
か
し、

歴
史の
中で
は一
つ
の
範
鴎
体
系が
対
立
してい
るこ
と
が
あ
る。
そ
の
言

語
範
鳴を
わ
れわ
れは
出O
BH巳ぞ(
敬
語)
と
呼ぶ。

ド
ヨ三ロ
氏が
書
名を、
図。回-n
r
Z
5
2
&
2口r
と
か
国OロOH白ご〈
と
か

し
ない
で、
5Z
弓RmD
E-oロ
回目NE悶
と
し
た
の
も、
社
会的
な
人
間
関
係

を
重
視し
た
か
ら
で
あ
ろ
う。

つ
い
で、
日
本に
お
ける
敬
語
研
究
史
を
の
べ、
戸巾若山口
氏は
敬
語
分
類

に
つ
い
て、

日
本
語の
凹ON
E-〈
な
言
語
方法は、
語
象
的で
形
態的な
や
り
か
た

で
あ
る。
現
在ある
多くの
もの
は、
形
態
的
な
要
素
を
も
とに
し
て
言
語

の
分
類
表が
作
ら
れてい
る。

と
し
て、
彼の
は、

回ON
E-〈
な
表は、
機
能
的に
は
敬
語の
範
囲を、
文法
的に
は
名詞
と

動
詞
を
特に
取
り
扱っ
てい
る
が、
動
詞の
方に
重
点
を
おい
で
あ
る。
名

〔書評〕

詞の
場
合は、
mON
E-〈
の
表示
は、
缶四
設
的に
統一
し、
ま
た
接
辞と

凹ロ白色2
2丘叩
F
Zゐ自由
に
限っ
た。

と
してい
る。
(凹ロ
日
間
5
3口仏叩
FOH四
ヨ四
と
い
う

の
は
筆
者
に
は
う
ま
く訳

せ
ない。)

以
下、
い
わ
ゆる
敬
語
史が
展
開さ
れる
の
で
あ
る。

時
代
区
分
を
し
て 、

E
C
品
目一回n
r
(
上
代
語)

E
8
2
2
Z

γ
百
三回n
r

(
国巳
2・N
E)
宮伊丹円。一
色仲間ユ

五百
』曲目)白ロzny
(穴白
ヨ白
EHF
Eロ仏
宮巳円0・

B
S
EEN
23
z
g
V
官
三回口}同
(開門山口i\、H，D
FE同白話
中NOX)
宮口仏巾門口四日
』白
官・

ロ一mn
r
(
F向。とナωyo
d司印aN
gH)
に
分
け、
そ
の
時
代の
主
要な
こ
と
ば
を、

開}dH由『
EO門戸ロ閃
(
8ロro-)"
開門moro口}μ
巳円
(
同ハωロ」口)
〈市山
手一口
門百円rro一昨

(門司52)
など
に
分
けて
説い
てい
る。
さ
らに
動
詞の
場
合に
は、
〈D--・

5円
E
(本
動
詞)
目ロ22
g(紛
助
動詞)
に
分
けて
あ
り、
名詞の
場

合に
は、
ZDB5包mロヨH叩(
接尾
辞)
ZOBZ白SSE
US(按
頭
辞)
に
分

けて
あ
る。
と
れ
ら
はい
かに
もドイ
ツ
的に
秩序
整
然と
してい
る
といっ

た
感
じ
を-つ
ける
の
で
あ
る。
ま
た、
そ乙
に
と
りあ
げら
れてい
る乙
と
ば

は、
時
代
的に
適
切で
あ
り、
そ
れ
らの
怠
義
用
法
に
つ
い
て
の
説
明
も
的

確で
あ
る。
日
本の
多くの
敬
語
研
究の
論
文を
参照
し
て
い
る
と
と
は、

〉ロヨRrz口問
g(
注)
を
見れ
ば
よ
く
わ
か
る。
最近の
よ
うに
国
語
史
学

が
専
門ご
とに
時
代
別に
分
化
してい
る
時に、
乙
の
よ
うに
各
時
代を
通
観

する乙
と
は、
日
本で
も
む
ずか
しい
の
で
あ
る
が、
そ
れ
を
敢行し、
よ
く

成
功
し
た
と
言える
の
で
あ
る。

と
の
よ
う
な
時
代
別
の
概
観
の
後
に 、
Nc
g
ヨ
ヨ
g
p
g
c
コ
間
(
要
説)

が

つ
い
てい
る。

ζ
乙
に
簡
単な
展
望
と
し
て
述べ
た
よ
う
に、
日
本
語の
ωON
E-〈
の

歴
史は、
形
態や
機
能に
歴
史
的な
変化を
示してい
る。
そ
の
よ、
そ
の
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歴
史
は
乙
の
変
化
が
∞四
三回目。
河om巾-
Z
Emr
巴円四ロ
(
或
る
規
則
性)
を

示
す
経
過
をた
どっ
て
い
るこ
と
を
認め
さ
せ
る。

と
し
て、
日
本
語の
範
鴎の
歴
史
的な
発
展
か
ら
導
きだ
すζ
との
で
きる
規

則
性
を 、
N己円
相，Eロ
E-oロ
(
機
能
か
ら)
N
R
何
三
三口
EC口同一
(
発
展
か
ら)

NE吋
F)円
ヨ
gE
E一己ロ同
(
語
形
成
か
ら)
の
三
方
面
か
ら
ま
と
め
て
い
る 。

とこ
ろで、
ド四
三口
氏の
論
文に
は、
さ
きに
も
述べ
た
よ
う
に、
多
く

の
日
本人の
研
究が
参
照
さ
れ
て
い
る。
ド
イ
ツ
で
書か
れた
研
究
書とい
え

ば、
わ
ずか
に、
注お
に、

自
H
B
回ロ
Z
R
RY
g
OH間白ロOロ・
宮口
伝ロ
含円
り
お民ロロr一D
E--
S円

円四巾円
ω旬同白nro(U白吋間門町ロロロ同・
〉同】司巾ア
〉ロ
&
E口rw
〈問戸
内
田口
E
R­

ω-uHhwAur門}MmO円一四・
ω
立与同開曲H7H
H也市山印・回-NAF
同・)
者ロ吋仏叩
仏叩岡田HO同『白NDm叩ロ叩

出Dロロ同白己〈
ι叩
ロ
Rm
E-ロロ凹凹
Pロ
-Eo
p
門田町門
司白ユロ叩円『叩NO∞巾ロ叩
L
R

〉市
宮口町EDrtoロ
四
三曲目VH叩口}同四ロ・
(凹・
2)

と
あ
る
だ
けで
あ
る。
し
か
も、
乙
のビュ
lラ
lの
学説は、
ド
イ
ツ
語
を

よ
く
知
ら
ない
日
本の
国
語
学
者で
もよ
く
知っ
て
い
る乙
とで
ある。
私ど

も
が
期
待し
て
い
たの
は、一言語
学の
先
進
国の
ド
イ
ツ
の
学
者の
書い
た
も

の
な
ら、
日
本の
敬語
法に
つ
い
て
も、
す
ぐ
れた
ド
イ
ツ
の
言
語
理
論
が
開

陳
さ
れる
だ
ろ
う
とい
うと
とで
あっ
た
が、
そ
うい
う
期待は
空
しい
もの

で
あっ
た。
ア
メ
リカで
は、
ア
メ
リカ
の
言
語
学を日
本
語に
適
用しよ
う

とい
う
試み
が
な
さ
れてい
る
が、
ド
イ
ツ
で
は、
あ
ま
りに
日
本の
研
究を

祖
述しよ
う
とい
う
傾
向が
強
す
ぎる
よ
うで
ある。

つ
ぎに、
八
氏に
よ
る
「
敬
語
動
詞」
の
研
究
もい
ずれ
も
綿
密で
あ
り
整

然と
し
て
い
る。
た
と
え
ば、
、叶口}HF'YO
}U白nr
氏の
O唱曲凹ロ
(オハ
ス)

は 、
恒
例門司
自o-o回一四
(
語
源)
N・

E
220
5者同ロ仏冊目
(
活
用)
ω・

切
丘町E
Zロm
Eロ仏
匂ロロ
-Eoロ
(
窓
義
と
機
能)
AP・
。}】円ロロo-om芯(
年
代)

間-

D
E
E
吾、白
(
派
生
語)
の
五
項
目
に
分
け
て
説
い
て
い
る
の
だ
が 、
特

に
問題
と
なる
「
活
用」
の
とと
ろ
は
くわ
し
く
なっ
て
い
て、
根
本的に

『本
居
春
庭
全
集』
や
『義
門
研
究
資料集
成』
あ
た
り
か
ら
資
料を
とっ
て

問題
を
説
き
おこ
してい
るの
で
ある。
ほ
かのこ
と
ば
も
皆そ
れぞ
れの
問

題
点をよ
く
説
明してい
る。

た
だ
し、
日
進
月歩の
国
語
学
界の
現
状か
ら
か
え
りみる
と、
い
ま
だ
あ

きた
ら
ない
と乙
ろ
もある。
た
と
え
ば、
「ヨEE
Cmr
E三
氏の
り何回匡

(デス)
の
研
究は、
大
槻
文彦か
らは
じ
まっ
て
中村通
夫・
辻
村
敏
樹の

諸
氏に
い
た
る
研
究
成果が
よ
く
取
り
入れ
ら
れ、
い
ろい
ろ
と
図
表まで
用

意
し
て
ある
が、
最近の
研
究は
見てい
ら
れない
の
で
ある。
そ
れは、
島

田
勇
雄・
前田
勇・
鈴
木
勝
忠・
吉
川
泰
雄の
諸
氏の
研
究に
よっ
て、
デス

の
性
格が一
段
とはっ
き
りして
きたの
で
ある
か
ら、
乙
れ
らの
諸
説の
取

るべ
き
もの
は
取
り、
止
場
(〉己
主
与
g)
し
て
ほ
し
かっ
たの
で
あ
る。

もっ
と
も、
ル
ール
大
学に
は、
こ
れ
らの
諸
氏の
研
究発
表
誌
まで
は
備え

ら
れてい
ない
よ
うで、
そ乙
に
国
語
史
研
究の
む
ずか
し
さ
が
ある
と
も
言

える
の
で
あ
る。

ωroro
穴一目立押印三
氏の
もの
は、
三
つ
の
論
文が
収め
ら
れてい
る。
キ

シ
タニ
氏は、
日
本の
広島か
ら
来た
ド
イ
ツ
文
学
者のこ
とで、
本
書の
中

で
も、
自
分の、

haω司円
27mF
E
E-oロ
ロロ仏
関0
5
5E口一
EZD
Sι円。一
2r・ 3
Hロ一
旬。丘一口白

F
P
Smp
目・
お叶
1

8印・
(ω・
NHM)

とい
う
論
文を
引
用
さ
れてい
る
が、
日
本
語に
関する
もの
は乙
れ
らの
論

文がは
じ
め
て
の
よ
うで
ある。
日
本人
が日
本の
敬
語につ
い
て
ド
イ
ツ
語

で
記
した
とと
ろに
意
義が
あ
る
の
で
あ
ろ
う。

「動
詞の
領
域に
お
ける日
本
語の
敬
語
範
鴎」
で
は、
岡
村和
江
氏が、
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かつ
て
編ま
れ
た
「
敬
語
法
諸
学説
比
絞一
党」
を
参
考に
し、
諸
氏の
学
説

を
整理
する
と
と
もに、
同・
ω目白向
島市岡(話
し
手)
r
HURgR
(聞
き
手)

何
回
自
己ロロ凹丘町位向四円
(
為
手)
内山。
出血ロ
色ロロ岡田
Z
E--聞
広岡
(
受
け
手)

に
分け、
敬
語に
よ
るab
c
d
の
関
係
を
鮮
明に
し、
そ
れ
ら
が
各
学説に

適
用で
きるよ
うに
工
夫し
て
ある。
た
だ、
キシ
タニ
氏の
よ
うな
敬
語
研

究の
方法
が、
逆に
日
本の
学
界に
ど
の
よ
うに
影
響
する
の
か、
筆
者に
は

よ
くわ
か
ら
ない
の
で
ある。

ピ
三口
氏の
「
民主
化
時
代の
日
本
語の
敬
語
表
現」
は、
現
代
の
敬
語

に
関す
る
問題
が
扱
わ
れ
て
い
る。
乙
の
論
文の
最
後で、
大
石
初
太
郎
氏

『正
しい
敬-語』
(六三ぺ)
の
「
敬
語よ、
どとへ
行
く」
の、

敬
語
は
む
ずか
しい
け
れど
も
存
続
すべ
き
だ、
とい
うの
は、
日
本人

の
中に
も
多い
意
見で
あ
る。
学
生た
ち
の
あ
げた
存
続の
理
由に
は、

人
間
関
係
を
美し
くし、
社
会
生
活を
円
滑に
する
もの
だ
か
ら。

社
会
生
活の
秩
序
を
保つ
ため
に。

日
本一語の
美し
さ
と
し
て。

な
ど
の
類が
目
立っ
た。

とい
う三
つ
の
理
由を、

〉-目
。
2ロ品。
唱
叩円円山
巾
ロ

〈
2
r
ERロ
ロm
ι
2
5
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E5
r
巾ロ
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rEロ回m
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Z
R
BDロ25
2ロ∞
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Eロ己口同
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g
mo回目一]閉口「印公{Hny
g

F
巾
ゲ
叩
ロ
タ

同
r
o
円

白
E
n
r

《同一
巾

ω
口
r
c
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叩
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品
目
同
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ω
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白
n
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〔舎評〕

と
訳し
て
い
る。
日
本
語
もい
い
が、
ド
イ
ツ
語
も
名
訳で
ある。
つ
い
で、

日
本の
敬
語の
今
後の
推
移に
つ
い
て、

若い
日
本人
が
母
国
語の
8N
Eぞ
な
範
時
を
複
雑だ
と
感
じ
て、
単

純
化へ
の
希望が
勿
論た
び
た
び
公
言さ
れ
た。
現
代の
日
本
語の乙
の
領

域に
お
ける
不
確
実な
点や
変化は、
新しい
日
本の
根
本
的な
社
会変化

を
はっ
き
りと
反
映して
お
り、
ま
たζ
の
変化の
過
程に
つ
い
て
の
言語

学的
な
証
拠が
あ
る。

といっ
て、
乙
の
論
文を
結んで
い
る。

外か
ら
見た
日
本の
敬語
法と
は
ど
ん
な
もの
で
あ
ろ
うか、
とい
うこ
と

は、
日
本の
国
語
学
者の
知
りた
かっ
たと
と
で
あ
る。
ド四
三口
氏の
論
文

集は、
は
じ
め
でと
うい
う
要
望に
答え
た
もの
と
言える
の
で
は
ある
まい

.刃
本
蓄に
つ
い
て
は、
すで
に
お
茶の
水
女子
大
学の
井
本
良一
氏に
よ
る
簡

単な
紹
介が
「
国
文
学」
(昭
和
四
四
年一
O
月)
に
な
さ
れ
て
い
る。
し
か

るに、
国
語
学の
専
門
誌
がい
ま
だζ
れ
をと
りあ
げない乙
と
を
遺
憾に
思

い、
未
熟な
ド
イ
ツ
語の
力で
た
ち
む
かつ
た
わ
けで
ある
が、
さい
わい、

実
践
女
子
大
学大
学
院
学
生の
笹
原理
以
子
嬢の
絶
大
な
協
力
を
得
て
稿を
成

し
た
もの
で
ある。
訳し
方など
につ
い
て
大
方の
御叱
正
を
得たい
と
願っ

て
い
る。

(回包
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二
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